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伊賀市　事務事業評価シート 施設の管理・運営

コード 名               称 コード 名            称

事業名 1100 図書館管理費
会計 ０１ 一般会計
款 １０ 教育費

基本施策 33 だれもが生きがいを持てる機会をつくる 項 ０５ 社会教育費
目 ０７ 図書館費

担当部課名 上野図書館 細目 １０１ 図書館管理経費
作成者氏名 岡森勝彦 連絡先 ２１－６８６８ 細々目 ０１ 図書館管理経費

事業の計画・内容

設
置
目
的

対象等（何を、誰を） 成果（どうなるのか）

図書、記録資料などを収集し、整理し、保有して、市民の利用に供す 　市民の教養、調査研究、レクレーション等に資する

本
年
度
事
業
内
容

上野図書館の適切な管理運営　図書館ネットワーク構築（１６年度大山田公民館図書室に続く　阿山公民館図書室とのネットワーク化構築）　広
報活動の推進　読書感想文コンクールの実施、ボランティアによる「おはなしの会」による読書普及　資料収集整理保存

運営主体
＊ 直営 □ 指定管理 □ 民間委託等

根拠法令・要綱等 図書館法及び伊賀市上野図書館設置条例等
（委託先：　伊賀市文化都市協会（施設管理の一部委託）　　　　

投入資源 事業実績
H17 H18（予算） H19（予算）

活動指標 単位
実績値 目標値

①投入人員 正規職員     （人） 2 2 2 H17 H18 H19

利用者延べ人数 人 100,935 104,000 107,000

人件費合計（A） 14,400 14,400 14,400

②支出内訳 事業費（B) 60,701 60,454 60,254
開館日数 日 276 276 276（千円） 委託料 39,597 41,027 40,460

貸出利用者数 人 46,472 47,866 49,302その他 21,104 19,427 19,794

合計（A+B) 75,101 74,854 74,654

③財源内訳 特定財源 国県支出金 0
貸出冊数 冊 188,877 200,000 206,000（千円）

受益者負担 0

その他特財 133 84 84
蔵書冊数 冊 156,873 160,000 165,000一般財源 74,968 74,770 74,570

上記①～③に関する特記事項

評価指標
事業の目的の成果を測る指標 指標設定の考え方 単位 H17 H18（目標） H19（目標）

利用者延べ人数
利用満足度などを指標とすべきであるが、把握が困難なため本指
数を採用

人
100,935

104,000 107,000
目標

貸出利用者数
利用満足度などを指標とすべきであるが、把握が困難なため本指
数を採用

人
46,472

47,866 49,302
目標

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

上野図書館の施設の現状は、２Ｆ書庫は収納飽和の状態に近づき、１Ｆ施設の配架や閲覧席数に余裕がなくなりつつある。従って､現施設の拡張ま
たは新施設の設置、駐車場用地の確保などの検討が望まれる。特に本館の所蔵資料には他の図書館には見られない歴史的な重要資料が多々あ
り、これらの適正な保存管理等（たとえば、仮称古文書館､新芭蕉翁記念館の建設による一元管理）を別途踏まえたうえで、本館の管理運営のあり
方については引き続いて検討を要すると考える。

評
価

必要性 4 施設管理運営、貸し出し業務、読書感想文コンクール、古文献覆刻整理調査研究、お話の会､ネットワーク
化など事業の実施は順調に推移した。事業実績からは目標数値に沿った運営が実施されている。
ただし、施設の管理運営のあり方には施設スペースが狭隘となりつつあることや崇廣堂所蔵資料継承及び
寄贈等資料保存の保存の有り方について検討が緊要である。

総合評価
有効性 4

A達成度 4
効率性 3


